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ふれあいひろば ●�ホームページ内「写真ニュース」でも
地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
−10月 １ 日現在−

●人口　10,978人
　男　5,256　　女　5,722
●世帯　 6,339
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芸能発表会
●10/16（仙石原文化センター）

　町内に伝わる民俗芸能の伝承と普及を目的に、芸能発表会が
3 年ぶりに開催され、SEISA打鼓音・宮城野ばやし保存会・箱
根太鼓振興会・箱根宮城野獅子舞保存会・アオラニ  フラ  スタ 
ジオ・群舞「箱根ソーラン座」の 6 団体が演技の披露をしま
した。新型コロナウイルス感染症の影響で発表する機会が少な
くなっていましたが、日ごろの成果を存分に発揮し、素晴らし
いパフォーマンスを披露しました。

不思議な縁
● 9 /30（湯本富士屋ホテル）

　「人気タレントがハコネ、ハコネと連呼している」勝俣町長
がハコネーゼを販売している創味食品に感謝の連絡をしたこと
をきっかけに、新型コロナウイルス感染症で観光に大打撃を受
けている箱根町を支援するため、「ハコネーゼで箱根いこーゼ」
キャンペーンが決まり、記念イベントが開催されました。創味
食品の山田社長から企業版ふるさと納税が寄付され、勝俣町長
からは感謝状が手渡されました。

みんなはやいぞ！
●10/12（仙石原小学校）

　仙石原小学校で運動会が開催され、競技や表現の発表に真剣
に取り組む姿に大きな拍手が贈られました。また運動会中随所
に見られた、上級生の下級生対して常に目を配りサポートする
姿に、保護者の方も誇らしい気持ちになったのではないでしょ
うか。閉会式での応援団長の感想では感極まって言葉に詰まる
場面もあり、運動会に対する真面目な姿勢が伝わってきました。

健康を見直すきっかけに
● 9 /29（さくら館）

　さくら館で「健康ミニフェス」が開催され、未病・健康コー
ナーでの健康チェックや各団体の啓発活動、地域活動支援セン
ター自主製品の販売など、多くの方が訪れました。また、講師
の方を招いて、「食べて・笑って・語らうために～口から始ま
る健康づくり～」をテーマに、講演会も行われ、自身の健康に
ついて見直す良い機会になったようです。

　町内に在住し、箱根の植物を題材に水彩画を描き続けて
きた田村るみ子さんの作品を約30点展示します。あわせて、
仙石原でミニ盆栽の造形を試みている桜井清さんの作品も
展示します。繊細な色遣いで表現された植物画と丹精込め
て育てたミニ盆栽をぜひ鑑賞してください。

期　間　11月 1 日㈫～30日㈬
会　場　管理棟１階 展示室
照会先　箱根湿生花園
　　　　☎８４ − ７２９３

ミニイベント「箱根の花～早春から
晩秋までの水彩画とミニ盆栽～」


